
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前輪ホイールにおいて、製造時のリム部の仕上げ加工が不適切なため、タイヤとの密着性

が悪く、リム部とタイヤビード部の間から空気が漏れるものがある。そのため、そのまま

使用を続けると、空気圧が低下して、ハンドル操作が重くなり、操縦安定性を損なうおそ

れがある。 

改善の内容：全車両、前輪ホイールアッセンブリを点検し、漏れが認められたものは前輪ホイー

ルアッセンブリを良品と交換する。但し、改善措置用部品の準備に時間を要するこ

とから、部品の供給ができるまでの暫定措置として、前輪タイヤのビード部に空気

漏れ防止剤を塗布し、部品の準備ができ次第、良品と交換する。 

識別：エンジンブラケット右側に白ペイントを塗布する。 

 

改善箇所説明図 

 

 

 

注：      は点検及び交換部品を示す。 

 

 

タイヤビード部 

リム部 

＜タイヤ及びホイールの断面図＞ 

前輪ホイールアッセンブリ 

不具合発生箇所   
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